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は
じ
め
に

生
涯
た
だ
一
冊
の
短
篇
集
を
世
に
送
り
出
し
、
結
核
の
た
め
才
能
を
惜
し
ま
れ
な
が
ら
満
三
一
歳
の
短
い
命
を
終
わ
っ
た
梶
井
基
次

郎
（
一
九
〇
一
〈
明
治
三
四
〉
～
一
九
三
二
〈
昭
和
七
〉）。
彼
は
、
今
で
も
根
強
い
人
気
を
誇
る
近
代
作
家
の
一
人
で
す
。
特
に
作
品
「
檸

檬
」
は
、
武
蔵
野
書
院
か
ら
出
版
さ
れ
た
創
作
集
の
表
題
作
と
な
り
、
梶
井
文
学
の
最
高
傑
作
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
自
分
を
変
え
た
く
て
も
変
え
ら
れ
な
い
青
春
期
の
焦
燥
を
、
み
ご
と
一
顆
の
果
実
に
封
じ
込
め
て
間
然
す
る
所
の

な
い
こ
の
作
品
は
、
現
代
国
語
の
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
、
文
学
教
材
の
定
番
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
作
品
は
年
々
一
定
数
の
新
し
い

愛
読
者
を
獲
得
し
続
け
、
特
に
若
い
世
代
に
静
か
な
共
感
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

作
者
は
文
学
に
憧
れ
る
理
系
の
高
校
生
（
旧
制
）
と
し
て
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
九
月
か
ら
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
三
月
ま
で

四
年
半
の
学
生
生
活
を
京
都
で
送
り
ま
し
た
。
健
康
と
学
業
へ
の
不
安
を
払
い
の
け
よ
う
と
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
遊
興
に
明
け
暮
れ
た

京
都
で
の
日
々
が
「
檸
檬
」
の
背
景
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
ろ
う
じ
て
三
高
を
卒
業
し
、
晴
れ
て
東
京
帝
大
文
科
の
学
生
と
な
っ
て
文
芸

同
人
誌
の
旗
揚
げ
を
企
図
し
た
梶
井
は
、
そ
の
創
刊
号
を
飾
る
た
め
に
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
夏
以
降
、
京
都
生
活
の
総
決
算

を
企
図
し
た
大
作
の
執
筆
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
草
稿
群
で
す
。

完
成
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
作
品
こ
そ
が
活
字
化
さ
れ
た
梶
井
の
小
説
第
一
号
に
な
っ
た
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
締
切
に
迫
ら
れ
、

途
中
で
梶
井
は
作
中
に
組
み
込
む
予
定
だ
っ
た
短
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
み
を
取
り
出
し
、
独
立
し
た
短
篇
小
説
へ
と
磨
き
あ
げ
る
こ
と
に
専

念
し
ま
す
。
こ
う
し
て
『
青
空
』
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
月
創
刊
号
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
「
檸
檬
」
で
し
た
。
幻
の
大
作

を
「
断
念
」
し
た
結
果
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
生
ま
れ
た
の
が
「
檸
檬
」
だ
っ
た
の
で
す
。
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印
の
普
及
版
で
は
あ
り
な
が
ら
、
翻
刻
の
手
法
を
変
え
、
解
説
も
改
め
て
あ
り
ま
す
の
で
、
カ
ラ
ー
版
と
は
違
っ
た
形
で
草
稿
の
魅
力
に

触
れ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
約
一
世
紀
前
、
無
名
の
文
学
青
年
が
、
原
稿
用
紙
の
上
で
繰
り
広
げ
た
「
言
葉
」
と
の
真
剣
勝
負
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。

「
檸
檬
」
愛
読
者
の
皆
様
に
も
、
ま
た
初
め
て
梶
井
の
作
品
に
触
れ
る
皆
様
に
も
、
一
人
の
作
家
が
誕
生
す
る
ま
で
の
緊
迫
感
に
満
ち
た

ド
ラ
マ
を
本
書
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
三
日

編
者
識

梶
井
の
歿
後
、
も
は
や
永
遠
に
完
成
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
そ
の
大
作
の
草
稿
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
遺
作
の
整
理
に
あ
た
っ
た
友
人

の
淀
野
隆
三
（
一
九
〇
四
〈
明
治
三
七
〉
～
一
九
六
七
〈
昭
和
四
二
〉、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）
は
、
タ
イ
ト
ル
の
な
い
こ
の
未
完
の
草
稿
に
「
瀬

山
の
話
」
と
い
う
仮
の
名
を
与
え
て
公
表
し
ま
す
（『
文
芸
』
一
九
三
三
〈
昭
和
八
〉
年
一
二
月
）。「
瀬
山
の
話
」
は
そ
れ
以
来
、
完
成
稿

に
近
い
下
書
き
段
階
の
「
檸
檬
」
を
含
み
、
梶
井
の
「
作
品
」
と
し
て
は
最
も
長
く
読
み
応
え
の
あ
る
習
作
と
し
て
、
全
集
や
い
く
つ
か

の
作
品
集
に
収
録
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
草
稿
は
淀
野
が
戦
後
に
再
訂
版
（『
梶
井
基
次
郎
全
集
　
第
一
巻
』

一
九
五
九
〈
昭
和
三
四
〉
年
二
月
、
筑
摩
書
房
）
を
作
成
す
る
際
参
照
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
き
り
で
、
そ
の
後
は
所
在
不
明
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
瀬
山
の
話
」
が
ど
の
程
度
直
筆
草
稿
の
意
図
を
汲
ん
で
い
る
の
か
が
、
長
い
間
、
検
証
不
可
能
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
、
実
践
女
子
大
学
は
、
神
田
神
保
町
の
八
木
書
店
か
ら
こ
の
幻
の
草
稿
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

当
時
、
新
聞
に
も
報
じ
ら
れ
、
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
穴
が
開
い
て
い
た
「
作
家
梶
井
基
次
郎
」
誕
生
の
軌
跡
に
、
文

献
学
か
ら
迫
る
希
望
の
光
が
差
し
込
ん
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
草
稿
は
、
梶
井
が
表
現
の
試
行
錯
誤
に
心
血
を
注
い
だ
痕
跡
に
満
ち
、
淀
野

の
献
身
的
な
編
集
作
業
を
経
て
活
字
化
さ
れ
る
以
前
の
構
想
の
原
初
形
態
を
よ
く
伝
え
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
梶
井
の
代
表
作
「
檸

檬
」
の
ル
ー
ツ
と
言
え
る
点
で
も
、
そ
の
資
料
的
価
値
の
高
さ
は
測
り
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
研
究
者
や
梶
井
文
学
の
フ
ァ
ン
か
ら

は
、
影
印
出
版
へ
の
期
待
の
声
が
、
発
見
当
初
か
ら
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
五
月
に
短
編
集
『
檸
檬
』
を
出
版
し
た
こ
と
で
梶
井
と
は
縁
の
深
い
老
舗
書
肆
の
武
蔵
野
書
院
か

ら
、
創
業
百
周
年
を
記
念
し
て
、
待
望
の
影
印
出
版
が
二
種
類
の
書
籍
と
し
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
の
上
製
影
印
本
『
実
践
女
子
大
学
蔵
　
梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
を
含
む
草
稿
群
─
瀬
山
の
話
─
』（
河
野
龍
也
編
／
栗
原
敦
・
棚

田
輝
嘉
・
河
野
龍
也
解
説
）
で
す
。
そ
し
て
も
う
一
冊
が
、
本
書
『
梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
の
ル
ー
ツ
─
実
践
女
子
大
学
蔵
「
瀬
山
の
話
」』

で
す
。
本
書
は
、
よ
り
手
軽
に
梶
井
の
直
筆
原
稿
を
楽
し
み
た
い
と
の
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
に
刊
行
す
る
も
の
で
す
。
モ
ノ
ク
ロ
影
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種
々
様
々
に
呼
ん
で
見
た
。

然
し
何
と
い
ふ
変
梃
な
変
曲
な
ん
だ
ら
う
。

一
つ
は
恨
む
様
に
、
一
つ
は
叱
る
様
に
、
一
つ
は
嘲
る
様
に
、
一
つ
一
つ
過
古マ

マ

を
持
っ

て
おマ

マ

り
、
一
つ
一
つ
〔
に
〕
記
憶
の
中
の
シ
ー
ン
を
蘇
ら
し
て
ゆ
く
様
だ
。
何
と
い
ふ

奇
妙
な
変
曲
だ
！

「
瀬
444

山
」

　
　
　「
瀬
山
」

　
　
　
　
　
　
　「
瀬
山
」

〔
私
〕

「
瀬
山
！
」
此
度
は
憐
む
様
に
。

先
程
の
第
一
の
私
と
第
二
の
私
は
ま
た
〔
立
ち
上
〕

私
の
中
で
分
裂
し
た
444。

そ
の
憐
む
〔
様
〕〔
気
持
〕
声
〔
に
無
限
の
親
愛
を
込
め
て444私

は
何
度
も
〕
に
、
第
二
の
私
は
ひ
た
と
首
を
た
れ
て
泪
ぐ
ん
で
ゐ
た
。
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401
…
第
一
の
私
が
呼
び
か
け
る
〔
声
〕

402
…
第
一


